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■「沖縄の家」の報告と木造住宅の 
第 1回講演会を開く―9月 14日  

 
沖縄・国際物流拠点形成研究会（主宰：齋藤

勁元衆議院議員）は 9 月 14 日、那覇市の八汐
荘で「沖縄の家」の報告と木造住宅の啓発活動
としての第 1回講演会を開きました。 
 齋藤勁氏はあいさつで「本研究会は、地理的
優位性を活かし、沖縄を東アジアに開いた国際
物流拠点にしていくための課題を国や県に提
言してきました」「今
回、海外輸出も視野に
入れて沖縄ならではの
本格的木造住宅を開発
し、広げていきたいと
の構想の具体化に努め
てきました」と経緯を
説明し、「『沖縄の家』構
想（図参照）の研究成果
を県民と共有し 1軒、2
軒と建築し、その住まいの良さを広げる事業に
期待している」と述べました。 
 

■すべて木材を使った本格的木造住宅 

 「列柱壁面体」工法の「沖縄の家」 
 

 「沖縄の家」は、
構想から 2 年余。
当初、10数年前、
熊本「森林の家」で
採用された「中空
列柱壁面体」（当
時、特許を取得／
右図を参照）の工
法を導入する予定
でしたが、今、宮崎
県の設計士や製材
プレカット業者、
木材利用研究の専
門家らの指導を受けて、その「改良型」を研究
しています（完成まで 2 カ月ほど）。「改良型」
では、「列柱壁面体」を「耐力壁」としますので、
画期的な工法の、すべて木造りの家となります。 
 
◆「すべて木造り」 「超短期間に建築」 

 
すべて木造りなので、亜熱帯気候に適した快

適で調湿性、吸しゃ音性があり、耐震・耐強風・
シロアリ対策を講じて永く住める住宅に仕上
がります。また、材木は事前に製材プレカット
し、建築現場に、それらを持ち込んで建築する

ため建築工期の大幅短縮を実現します。そのこ
とによって建築費を軽減させるだけでなく、離
島さらには海外での建築も容易になります。 
 
◆各分野の業者が連携し事業グループを形成 
 
「沖縄の家」

は、県内外の林
業家・設計建築
士・製材プレカ
ット業・工務店
（大工）・建築関
連業者らで事業
グループを形成
し取り組みます（図参照）。 
 

■ 木の特質と在来工法の木造住宅 
―岡薗正浩設計士（宮崎）が講演 

 
木造住宅の啓発活動としての講演会

では、宮崎県で設計士として活躍され
ている岡薗正浩氏（正浩設計の代表／
写真）から

「木の特質と在来工
法の木造住宅」と題し
て話をしていただき
ました。要旨は次のと
おり。（文責:事務局） 
 
◆心材、木の背と腹 

 
在来工法（軸組工法）の木

造住宅について説明しま
す。まず、木の特質ですが、
木は収縮が大きく、乾燥す
ると、曲がりやすく、そこ
で、土台や柱、梁には水分が
少なく、乾燥による変形が
少ない心材（年輪の真ん中
の部分）を使います。 
また木には背と腹があり

ます。腹の部分は素直で化
粧材に使われ、反りのある
背の部分は節などが多く、
梁では、この部分を上にし
て使っています。 
スギは伐採したあと、水

分を抜く作業があり、天然
乾燥、人工乾燥の方法があります。家の建築で
は含水率 20％以下のものを使用します。 
 
◆木取り 
木のどの部分を使うかを木取りといい、木の

「万国之津梁」沖縄をめざして 
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中心部分（樹心）を含んで
いる「心持ち材」は、土台
や柱、梁など断面の大きな
部材として使われます。 
樹心を含んでいない部

分「心去り材」は木目がき
れいで、垂木や根太などの
造作材に使われます。 

また、丸太を
中心に向かって
挽（ひ）いた材を
柾目（まさめ）と
いい、木目を生
かして和室の鴨
居（かもい）など
に使い、年輪の

接続方向に挽いた材を板
目といい、板壁などに使い
ます。さらに木の樹皮に近
い方が木表といい、樹心に
近い方が木裏と言います。
木表の方は乾燥が早いた

め木表側に反ることになります。 
 

軸組工法の基本
的な構造体は図の
とおりです。 
下から言うと、

土台を入れ、床組
み、根太（ねだ／床
板を受ける）、大引
（おおびき／1 階
床組の根太を支え
る）、柱、2階を受
ける梁、筋交い、 
上の方では、棟木
（むなぎ／屋根の
部材で最も高いと
ころにあり、棟木が取り付けられることを「棟
上げ」という）、軒桁（軒の垂木を支える水平材）、
母屋（棟木と平行して、軒桁との間で、垂木を
支える部材）、垂木（屋根面を支える軒桁、母屋、
棟木に架ける）、小屋束（母屋や棟木の荷重を小
屋梁に伝える）などです。 

（基礎部分の）土台と柱は固
定するための金物（金具）を使
用します。通し柱（1 階と 2 階
をつなぐ柱）と管柱（くだばし
ら／各階ごとの柱）ですが、柱
にかかる力に耐えられるよう太
さが基準法に定められています。
梁に作用する力ですが、たわみ
や引っ張り作用の欠損が生じな

いようにしなければなりません。 
階下の床組（床面を支えるための骨組）です

が、根太・大引・床束・土台から構成され、固
定する金物も使用します。 
 
◆部材のつなぎと接合金物 
部材のつなぎの仕口部分ですが、ほぞとほぞ

穴など継手の部分をかみ合
わせます。（かみ合わせ部の
工作は）今はプレカットで
きるようになっています
（昔なら 3 カ月かかってい
た作業が 3日ですむ）。 
小屋組ですが、地震に
強い耐力壁を入れま
す。継手の位置も重要
です。 
剛床（変形しないよ

う固い床にする）の仕
様では、床の強さを増
すため金物を使用し
ます。継手仕口を補強
するためにも金物を使用します。 
金物には変遷がありますが、接合金物は構造

強度（壁倍率）に影響し、柱の位置等によって、
種類を選ばなくてはなりません。 

 
≪質疑≫ 
 

Q)通し柱と管柱の役割について。 
A)通柱は四隅に配置することが良い。その柱の 
間に管柱を入れ、梁桁を支える。 

Q)講師が設計された木造建築の建築費は？ 
A)坪単価 60万円ほど。※ちなみに熊本「森林 
 の家」は坪単価約 50万円。 
Q)「中空列柱壁面体」の「改良型」を研究中と 
いうことだが、筋交はどうなるのか。 

A)「列柱壁面体」を「耐力壁」とすると、筋交 
は不要となる。（但し、認定工法として許可を 
取得した場合）  

A)「壁面体」工法によって、すべて木造りとな 
るわけで、ふつうの家の倍の量の木材を使う。 
したがって、南九州と沖縄間の、離島とのあ 
いだ、さらに海外輸出によって海上輸送の拡 
大につながる。 

Q)木造住宅なので防火対策と IH（電磁加熱器） 
の活用という点はどうなるのか。夜間電力制 
があり、安い電気代で電化に取組むことがで 
きるが。 

A)台所がガスを使えば、防火対策を講じる。IH 
の場合、それは不要。メリットはある。 

 
 
 
 
 
 
講演会の翌日 15日、岡

薗正浩設計士とご一緒に、
沖縄戦の戦場だったとこ
ろを敷地にして、「沖縄の
木造文化を再生させる」と
して、すべて木で建築され
た医院「空の森クリニッ
ク」（八重瀬町）を見学しま
した。 

 ◆◇◆◇◆◇◆ 

木造軸組工法 

 

木造住宅の良さを知って頂く講演会、勉強会は
定期的に開きます。ぜひ、ご参加下さい。 
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